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リンゴわい性台木「青台 3」 の挿し木繁殖性
新谷潤一

(青森県農林総合研究センターリんご試験場)

Propagability by Hardwood Cuttings in Dwarfing Apple RootstOCk 'Aodai 3'

」un― iChi ARAYA

(Aomori PreFectural Agriculture and Forestry Research Center, Apple Experinent Station)

1 は じ め に

青森県農林総合研究センターリんご試験場 (旧青森県

りんご試験場)では、1975年にマルバカイ ドウにM9
を交配し、これらの交雑実生から挿し木繁殖が可能なわ

い性台木として「青台 3」 を選抜し、2001年に品種登録

した。本研究では「青台 3」 の挿し木繁殖性について検

討したので報告する。

2 試 験 方 法

(1)挿 し穂の採取部位と挿し木繁殖性

1997、 1999～2002年の4月 上中旬に
「青台 3」 1年枝

の基部、中央部、先端部のそれぞれから長さ15～ 20c■の

挿し穂を取り、下部を斜めに切って、深さ10cmで挿
し木

した。また、1999年 4月 19日 に「青台 3」 1年枝の基部、

中央部、先端部のそれぞれから挿し穂重量約65gの挿

し穂を取り、同様に挿し木した。挿し木本数は 1区10本

とした。

挿し木床として、発泡スチロール箱 (内法52cm X 32cm

×22cm)に 黒ボク土を入れ、その表面を黒色ポリフイル

ム (厚 さ0 03mm)で被覆したものを用いた。 1箱当たり

の挿し木本数は10本 とした。かん水は地表面が乾
いたら
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50施用

し、良苗率は挿し木本数に対する良苗の割合
とした。
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挿し木後の管理、調査方法は(1)と 同様
である。
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理、調査方法は(1)と 同様である。

(4)挿 し穂切り日のカルス形成度と挿し木繁殖性

2001年及び2002年に、「青台 3」 1年枝の基部、中央

部、先端部から長さ15cmの挿し穂を取り、下部を斜めに

切り、湿室に静置して挿し穂切り口にカルスを形成させ、

挿し木した。湿室は、蓋付きのプラスチック容器を用い、

容器の底に2～ 3 nln程度に水を張り、蓋をして作つた。

挿し穂は、直接水に触れないように容器内に台を置き、

その上に水平に並べた。湿室での温度及び日数は、2001

年には室温10日 及び20日 、 20℃ 5 日、 10日 及び15日 、 20

02年には20℃ 5日 、7日 及び10日 とした。挿し木は2001

年4月 19日及び2002年 4月 8日 に行つた。挿し穂切リ
ロ

のカルス形成度は挿し木直前に調査した。挿し木本数は

1区 10本とした。挿し木床、挿し木後の管理、調査方法

は (1)と 同様である。

3 試験結果及び考察

(1)挿 し穂の採取部位と挿し木繁殖性

活着率は、基部が90%と 明らかに高く、先端に行く
に

つれて低下した。新梢生育、良苗率も活着率と同様
の傾
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このことから、「青台 3」 の挿し木繁殖性は基部が高く、

先端に行くにつれて低下すると考えられた。

(3)挿 し木時期と挿し木繁殖性
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並であった。 3月 30日 の挿し木においては、消雪翌日で

あり上壌水分が多かつたことが活着に悪影響を及ぼした

と推察された。これらのことから、「青台 3」 の挿し木

時期は、品種「ふじJの発芽日～発芽10日 後頃が適期と
考えられた。

(4)挿 し穂切り回のカルス形成度と挿し木繁殖性

カルスを形成させてから挿し木したものを無処理と比

較した場合、カルス形成度 (図 1)が 1から25の範囲
での活着率及び良苗率は、基部では同等またはやや高く、

中央部及び先端部ではおおむね高く、特にカルス形成度

2ではいずれの採取部位でも高かった。カルス形成度 3

での活着率及び良苗率は、いずれの採取部位でも無処理

より低かつた (表 5)。 このことから、「青台 3」 の挿し

木繁殖性は、挿し穂切り口に容易に確認できる程度のカ

表1 挿し穂採取部位別の活着率と生育
(1997、 1999～2002年の5年平均)

挿し穂の 挿し穂  活着 新梢 良苗
採取部位 基部径n ll 率% 長cm 率%
基 部
中央部
先端部

ルスを形成させてから挿し木することで高くなることが

明らかとなつた。なお、活着率及び良苗率が最も高かつ

た挿し穂切リロのカルス形成度が2と なる湿室での温度

及び日数は、20℃恒温で 7日 、平均温度約17℃の室温で

10日 であつた (表 6)。

4 ま  と  め

「青台 3」 の挿し木繁殖には、穂木を1年枝の基部～

中央部から採取し、挿し穂切リロに容易に確認できる程

度のカルスを形成させてから挿し木することにより、高

い繁殖率が得られる。この場合に、挿し木用 1年枝の採

取時期は休眠期間中であればいつてもよく、挿し木時期

は品種 fふ じJの発芽日～発芽10日後頃が適期である。
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表3 1年枝の採取時期及び挿し穂採取部位別の
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図 1 挿 し穂切 り日のカルス形成度


